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学習指導要領解説における育成を目指す資質・能力に関する記述
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編 第３章 教育課程の編成及び実施 ※中学校、高等学校も同旨

第１節 小学校教育の基本と教育課程の役割
 ３ 育成を目指す資質・能力

① 知識及び技能が習得されるようにすること
（略）

  知識については，児童が学習の過程を通して個別の知識を学びなが
ら，そうした新たな知識が既得の知識及び技能と関連付けられ，各教
科等で扱う主要な概念を深く理解し，他の学習や生活の場面でも活用
できるような確かな知識として習得されるようにしていくことが重要とな
る。また，芸術系教科における知識は，一人一人が感性などを働かせ
て様々なことを感じ取りながら考え，自分なりに理解し，表現したり鑑
賞したりする喜びにつながっていくものであることが重要である。教科
の特質に応じた学習過程を通して，知識が個別の感じ方や考え方等
に応じ，生きて働く概念として習得されることや，新たな学習過程を経
験することを通して更新されていくことが重要となる。
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学習指導要領解説における育成を目指す資質・能力に関する記述
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編 第３章 教育課程の編成及び実施 ※中学校、高等学校も同旨

第１節 小学校教育の基本と教育課程の役割
 ３ 育成を目指す資質・能力

② 思考力，判断力，表現力等を育成すること

   児童が「理解していることやできることをどう使うか」に関わる「思考

力，判断力，表現力等」は，社会や生活の中で直面するような未知の
状況の中で も，その状況と自分との関わりを見つめて具体的に何をな
すべきかを整理し たり，その過程で既得の知識や技能をどのように活
用し，必要となる新しい 知識や技能をどのように得ればよいのかを考

えたりするなどの力であり，変化が激しく予測困難な時代に向けてま
すますその重要性は高まっている。また，①において述べたように，
「思考力，判断力，表現力等」を発揮するこ とを通して，深い理解を伴

う知識が習得され，それにより更に「思考力，判断力，表現力等」も高
まるという相互の関係にあるものである。
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令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査結果において、「知識及び技能」について、事実的な知識は一定程度の定
着が見られるものもある一方、 知識の概念としての習得や、習得した知識を日常生活に当てはめたり、現実の事象と関連づけ
て理解することには一部に課題があると考えられるとの指摘。 

＜課題①に関連した指摘＞

算数 第４学年 簡単な場合についての割合

通過率
76.1％

【通過率 40.7％】 １

３

２

Ａは３倍伸びるから360㎝になり、
Ｂは２倍伸びるから240㎝になるので
Ａの方が長い。

正答例
直列つなぎ

通過率
41.3％

理科 第４学年 電流の働き

乾電池の「直列つなぎ」「並列つなぎ」の違いに
ついて習得した知識を日常生活に当てはめて、
乾電池のつなぎ方を判断する問題

二つの数量の関係から、ゴムひもの伸びる
割合を求める問題

「二つの数量の関係を捉えて求めた割合を用いて、一方の量からもう
一方の量を求めることができる」という概念として習得した知識を活用し、
２種類のゴムひもの長さの大小を判断し、説明する問題 ４



【出所】平成２１年度全国学力学習状況調査 中学校第３学年 数学A問題

○正答36.7%×誤答41.9%

×誤答6.8% ×誤答12.6%

方程式と関数の概念の違い
  ＜方程式＞特定の条件の時のxやyの値を求めるもの （※グラフ上では、「点」で表現される）
  ＜関  数＞xとｙの関係性の変化を表すもの  （※グラフ上では、「線」で表現される）

＜課題①に関連した指摘＞
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教育課程の基準の構造化に向けた諸外国の動向
• 諸外国では、「キー・スキル」「21世紀型スキル」といった、育成すべき資質・能力を重視したコンピテンシーベースの教育課程の基準に

改革する動きが見られる。
• 一部の国では、次の段階の改革として、核となるコンピテンシーや概念等を指す「中核的な概念」により、教育課程の基準の構造化に

取り組む動きが見られる。

2003
「 DeSeCo（Definition and 
Selection of Competencies
プロジェクト）」にて、これからの社会で
求められる「キー・コンピテンシー」を
探る取組を1997年に立ち上げ
「OECD・キーコンピテンシー」を定義

2015
「OECD Education 2030プロ
ジェクト」にて、OECDが2030年に
向けて子供たちに求められるコンピ
テンシーの検討と、コンピテンシー
育成につながるカリキュラム等の
検討を開始

2020
「OECD Education 2030プロジェクト」の報告書の一つである「Currriculum
（re）design」にて、「子供たちが特定の教科における基盤となる概念やビッグ
アイディアを理解し、それがどのように他の教科に適用できるかをわかるように
カリキュラムを構造化」することをカリキュラムデザインの原則の一つとして提言

コンピテンシーベースによる教育課程基準の改革の進展 中核的な概念等による教育課程の基準の構造化に取り組む国・地域※1の出現

（
参
考
）O

ECD

動
向

諸
外
国
動
向

EU諸国
• イギリスでは1999年にすべての子供を対象に「キー・スキル」の育成を目
指し教育課程の基準を改訂した

• フランスでは2005年にキーコンピテンシーの要素を取り入れた教育課程
の基準に改訂した

• フィンランドでは1994年に資質・能力を重視した教育課程の基準に改
訂した。2001年の政令では、基礎教育の国家目標としての「コンピテン
シー」が示された

北米
• カナダでは、OECDが示すキー・コンピテンシーとは別に「21世紀型スキ
ル」が定義された

アジア
• 韓国では2009年にキーコンピテンシーである「核心力量」を軸とした教
育課程の基準を策定した

• 台湾では育成すべき能力を明示する方向性に沿って2001年から新し
い教育課程の基準に移行した

オセアニア
• オーストラリアでは、1990年代後半から国のレベルで「汎用的能力」を
育成する体系的なナショナル・カリキュラムの開発と実施が進められた

カナダ（ブリティッシュコロンビア州）
• 2016年に教育課程の基準を全面改訂し、「KUDモデル」※2に基づき中核的
な概念で教育課程の基準を構造化

台湾
• 2019年に初等中等教育段階それぞれの教育課程の基準を一つに統合し、
「核心素養」という中核的な概念で教育課程の基準を構造化

オーストラリア
• 2022年に教育課程の基準を全面改訂し「核となる概念」に焦点を当て教科
内容を整理

韓国
• 「核心力量」の方針を継続した教育課程の基準を2022年に公示
「核心アイデア」と呼ばれる中核的な概念で教育課程の基準を構造化

（出典）国立教育政策研究所「教育課程の編成に関する基礎的研究 報告書7 資質や能力の包括的育成に向けた教育課程の基準の原理」、OECD「Curriculum （re）design」、「今後の教育課程、学習指導要
領及び学習評価の在り方に関する有識者会議」（第8回）資料2

※１：諸外国の教育課程の基準に係る各種Webページを調査し構造化の事例を確認できた国を記載
※２：「Know-Understand-Do」の３要素からなる教育課程の基準のモデルを指す

＞

＞ ＞

諸外国において、「中核的な概念」の性質（資質・能力全体に相当するもの、資
質・能力の一部分である知識・技能に相当するもの等）、範囲（教科横断、教
科ごと、教科内の学習領域等）、対象学年（学年共通、学年ごと等）は多様で
ある。各国の「中核的な概念」の概要とその構造化事例を次頁以降に示す。

＜方向性①関連＞

６



✓

教科の中核的な概念等による構造化事例（１/５）
• 各教科の重要な概念や原理等を示す「ビッグアイデア（Big Ideas）」を各教科、１学年ごとに位置付けている。
• ビッグアイデアと並べて教科別コンピテンシーや教科内容の学習基準を示している。

◆教科学習（算数）の教育課程の基準における「KUD」モデル*1を用いたコンピテンシーの構造化例

• 教科ごとに設定され、１学年ごとに示されている
• 各教科で児童生徒が学年修了時までに理解する重要な概念や原理を指す

• ビッグアイデア、教科別コンピテンシーに対応する教科内容の学習基準が
記載されている

• 名前、⽇付、式などの特定の事実情報ではなく、教科内の知識を整理
するために使⽤される重要な概念、原則、理論や、専⾨的知識を理解
するための鍵となる概念、原則、理論を含む

小学校１年生の算数の教科学習において理解することが期待される重要
な概念や原理「ビッグアイデア」を各教科及び各学年の教育課程の基準の
上部に示している

教科別コンピテンシー（Curricular Competency,Learning
Standards）として、教科に特化したコア・コンピテンシーに関連する内容を
示す

（出典）Building Student Success - B.C. Curriculumより仮訳

中核的な概念に関連するもの

✓ その他教育課程の基準の中に示されている要素と中核的な概念との関係
中核的な概念に相当するビッグアイデアと併せて、教科内容の学習基準、教科別コンピテンシーの２つの
要素も体系的に示されている。2要素の詳細は以下の通り。
• 教科内容の学習基準（Content Learning Standards） ：

Know「児童生徒が知ること」として、各学年の必要不可欠なトピックと知識の具体的内容を示す
• 教科別コンピテンシー（Curricular Competency,Learning Standards）：

Do「児童生徒ができるようになること」として、教科に特化したコア・コンピテンシーに関連する内容を示す

中核的な概念に関連するもの ：ビッグアイデア（Big ideas）

※１： 「Know-Understand-Do」の３要素からなる教育課程の基準のモデルを指す

カナダ
（ブリティッシュコロンビア州）

教育課程の基準で用いられている「 KUD」*1モデル

＜方向性①②関連＞

７

https://curriculum.gov.bc.ca/curriculum/mathematics/1/core


パターン・順序・整理 形態と機能 安定性と変化

スケールと測定物質とエネルギー システム

ストランド：科学の理解
サブストランド：生物科学
内容の記載
児童生徒は以下を目的に学習する

内容の詳細
児童生徒が以下の事項を行うことに関わる

空気、水、食物もしくは生活空間含めた植物と動
物の基本的欲求を特定し、植物や動物が生息す
る場所が彼らのニーズにどのように適用しているか説
明する

• 私たちの家や、池、国立公園、庭や動物園といった身近な場所を含めて植物や動物
が生息している場所を特定する

• 家でペットや植物を世話する際に何をしていているか特定し、行動を類型化する
• 生徒たちが持つ経験を基に、人間含めた多様な植物や動物のニーズを特定、比較す
る

• 植物や動物が生息する場所のジオラマを作成し、植物や動物のニーズへの適用を可
能としている特徴を特定する

• オーストラリア先住民が生物をどのように保護しているか認識する
• 植物や動物が食物や繊維の原料である観点も含め、植物や動物保護がなぜ重要か
探求する

教科の中核的な概念等による構造化事例（２/５）
• 各教科の下に設定されている複数の学習領域を関連付け、学習内容の理解を深めるため「キーアイデア（key ideas)」を教科ごと

に設定し、全学年共通のものとして位置付けている。
• 教科内容の習得を支援することを目的に設定される領域「ストランド」と、その下位に置かれる「サブストランド」で、教育課程の基準を

整理している。

◆教科学習（理科）の「科学の理解」ストランドにおける教育課程基準の構造化例

教科学習（理科）に設定された
ストランドの一つの名称

「科学の理解」ストランドに紐づくサブ
ストランドの名称

サブストランドの領域における学習
目的

目的を達成するための児童生徒の
活動内容

小学校 1学年

理科

科学の理解 科学の探求

• 生物科学
• 地球と宇宙科学
• 物理科学
• 化学科学

（出典）「Science: Curriculum content F–6)」より仮訳

• 自然と科学の発展
• 科学の利用と影響

• 問いと予測
• 計画と遂行
• 処理、モデリング、
分析

• 評価
• 評価

✓ 
• 教科ごとに設定され、全学年に共通するものとして示されている
• 学年内及び学年をまたいで各教科の学習内容に関する一貫性のある理解を支援し、各教科
の学習領域を関連付けるためのキーワードを指す

✓ その他教育課程の基準の中に示されている要素と中核的な概念との関係
教科に紐づく複数の学習領域が教育課程の基準の中に示されている。
• ストランド（Strand：領域）：各教科の学習内容についての理解を深め、その習得を支援
するのを目的に設定される領域

• サブストランド（Sub Strand：下位領域）：各ストランドの下に４～５つ置かれる領域

中核的な概念に関連するもの中核的な概念に関連するもの ：キーアイデア（key ideas）

科学の重要な側面は、私たちを取り巻く世界のパターンを認識し、さまざまなスケールで現象を順序付け、整理することである。児童生徒が基
礎段階から10年生に進むにつれて、さまざまなスケールでパターンを観察して説明し、イベントや現象を整理し、予測するための分類を開発して
利用することに役立つスキルと理解を構築していく。児童生徒が初等教育段階において学習する中で、原因と結果を含むパターンを支える関
係を特定し説明することに習熟し、また、スケールがパターンの観察に重要な役割を果たすことを認識していく。

の内容（仮訳・一部抜粋）パターン・順序・整理中核的な概念に関連するものの一つ

教科学習（理科）における学習領域（準備教育から10学年（中学３年生相当））

人間の努力と
しての科学

オーストラリア＜方向性①②関連＞

８

https://v9.australiancurriculum.edu.au/content/dam/en/curriculum/ac-version-9/downloads/science/science-curriculum-content-f-6-v9.docx
https://vcaaprod.prod.acquia-sites.com/sites/default/files/2024-10/English%20Foundation%E2%80%93Level%206%20%28content%20descriptions%29.docx


核心アイディア
• 人間が居住するのに有利な条件は空間的に不均等に分布し、これにより地域間の葛藤や紛争が発生する
• 調和をなし、生きていこうとする人間の信念及び活動は地球環境の持続可能性を可能にする
• 人類は共同の繁栄と共存のために地域的レベルから地球的レベルまで多様な空間的スケールで相互協力及び連帯が必要である

カテゴリー
内容要素

初等学校 中学校
３～４年生 ５～６年生 １～３年生

知識
・
理解

葛藤と
不均等の
世界

‧ － ‧ 地球村の葛藤事例
‧ 地域の統合と分離
‧ 地域不均衡
‧ 分断と接境地域

持続
可能な
環境

‧ 私達が住むところの環境
‧ 住みやすい環境と生活の質 ‧ 地球村を脅かす問題

‧ 地域開発と環境問題
‧ 地域問題の解決
‧ 持続可能な都市
‧ グローカル環境イシュー及び持続可能な発展

共存の
世界 ‧ － ‧ 均衡的な国土発展

‧ 分断と平和の場所 ‧ 韓半島の平和と統一国土の未来像

過程・技能
‧ 児童・生徒の観点で住みやすい環境の条件を列挙する
‧ 均衡的な国土の発展のための方法を探索する
‧ 地球村を脅かす問題解決のための努力を調査する

‧ 多様な利害関係及び価値をめぐる問題に対する自分及び相手の意見
を批判的に検討し、合理的にコミュニケーションをとる

‧ 地理的問題解決方法と実践方法を模索する

価値・態度
‧ 私達が住むところの環境に対する感受性
‧ 生活の質と関連がある環境に対する関心
‧ 国土の美しさと生態的環境に対する認識
‧ 人類共通問題に対する関心

‧ 特定地域に対する自身の認識と観点に対する反省的省察
‧ 多様な価値、観点と意見について理解し尊重する開かれた心
‧ 韓半島の平和と統一に関する関心と平和感受性
‧ 地理的問題解決のための地理的想像力
‧ 環境問題の深刻さの認識及び持続可能な未来のための生態感受性
‧ 地域、国家、世界レベルから地域問題の解決及び持続可能な発展のた

めに参画し実践する態度

教科の中核的な概念等による構造化事例（３/５）
• 学習を通して一般化できる内容である「核心アイデア」を各教科に紐づく学習領域ごとに設定し、全学年共通のものとして位置付け

ている。
• 教科学習で学ぶべき学習内容を「知識・理解」、「過程・技能」、「価値・態度」の３要素で整理している。

◆教科学習（社会）における教育課程の基準の構造化例（学習領域「持続可能な世界」における表を抜粋）

当該領域の学習を通じて獲得
できる概念の核心を述べたもの

「持続可能な世界」の学習領域で
知り理解すべき内容

教科学習で学ぶべき学習内容

教科固有の思考と探求の過程
または技能

教科活動を通じて育成することがで
きる固有の価値と態度

（出典）「2022社会科教育課程」より仮訳

• 教科に紐づく学習領域ごとに設定され、全学年に共通するものとして示されている
• 各教科に紐づく学習領域の学習を通して一般化できる内容を指す

✓ その他教育課程の基準の中に示されている要素と中核的な概念との関係
• 各教科に設定された領域の内容要素を「知識・理解」「過程・技能」「価値・態度」の３つの要素で分類し、教科固有の思考や探求過程を明示
• 核心アイデアを中心に「知識・理解」「過程・技能」「価値・態度」や学年段階ごとの内容要素を関連づけている

✓ 中核的な概念に関連するもの ：核心アイデア

中核的な概念に関連するもの

韓国＜方向性①②関連＞
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面向 核心素養 核心素養の内容 英語における核心素養の内容

国民小学
（初等教育相当）

国民中学
（前期中等教育相当）

高級中学
/高級職業学校

（後期中等教育相当）

A.自主的
行動

A-1.心身の健康
と自己の向上

健全な心身の発達、適切な人間性、自己観につ
いての適切な見方を持つと同時に、新たな知識の
選択・分析・応用を通じて、効果的にキャリア開発
を計画し、人生の意味を探求し、常に自分自身を
改善し、最高を追求する

まじめさ、集中力、よい学習習慣
という資質を備え、基本的な学習
戦略を用いて個人の英語能力を
強化するよう努める

学習に対する積極的な姿勢を持
ち、教室の枠を超えて学習を広げ、
個人の知識を深める。様々な学
習及びコミュニケーション戦略を用
いて英語学習とコミュニケーション
による効果を向上させる

生徒たちは積極的に探求する姿
勢を持ち、率先して教室の外で関
連情報を探求し、学習の幅を広
げ、英語力を高め、様々なリソー
スを活用し、自主的な学習を強
化し、生涯学習の基礎を築く

A-2.論理的思考
と問題解決

問題理解、仮説的分析、推論、批評といった体系
的で仮説的思考力を備え、人生や生活上の問題
に効果的に対処・解決するために行動し熟考するこ
とができる

簡単な英語のメ ッ セ ー ジ を 理解
し、学習効果を高めるための基本的
な論理的思考ストラテジーを適用す
る能力を実証する。

体系的な理解力と推理力を身につ
け、文章中のメッセージの関係を明ら
かにしたり、メッセージを比較対照した
りして推論することができ、国内外の
文化の類似点と相違点を予備的に
理解することができる

体系的思考力とメタ思考力を持ち、
様々な戦略を駆使し、テキストメッ
セージや国内外の文化を深く理解し、
メッセージの本質と真偽を明らかにし、
学習効率と質を向上させ、学んだこ
とを応用し問題を解決する

A-3.計画実行、
創造と適応

計画を立て実行する能力を持ち、多様な専門知識
を探求・発展させ、人生経験を豊かにし、革新的な
精神を発揮して社会の変化に対応する自己の柔
軟性と順応性を高める能力を備えている

英語学習のスケジュールを簡易的に
計画し、見直し、調整する能力を身
につける

英語学習プログラムを計画、実施、
見直す能力を示し、生涯学習の基
礎を築くための効果的な戦略を探る

教科の中核的な概念等による構造化事例（４/５）
• 育成を目指す資質・能力を記述した３つの「面向」（側面）とそれに紐づく９項目の「核心素養」（コアコンピテンシー）を全教科、

全学年共通で位置付けている。
• 教科ごとに、「面向」と「核心素養」を用いて、教科学習において獲得すべきコンピテンシー内容を整理している。（次頁続く）

◆教科学習（英語）におけるカリキュラム内容の構造化例①（面向「自主的行動」に紐づく表を抜粋）

「面向」の一つである「 A.自主的行動」

「自主的行動」に紐づく「核心素養」で
あり、
「A-1.心身の健康と自己の向上」
「A-2.論理的思考と問題解決」
「A-3.計画実行、創造と適応」の内容

各学年段階の英語学習を通して獲得
すべきコアコンピテンシー内容

（出典）「十二年国民基本教育課程綱要」より仮訳

✓ 中核的な概念に関連するもの ：核心素養を具体化した内容を教科ごとかつ学校段階       
ごとに示した内容

✓ その他教育課程の基準の中に示されている要素と中核的な概念との関係
中核的な概念と一緒に、中心的価値、面向（側面）が示されている。教育課程の基準では、
中心的価値を軸に、面向（側面）、核心素養の要素が構造的に整理されている。
• 中心的価値：「核心素養」の習得を通して育成を目指す姿。 「生涯学習者（Lifelong 

Learners）」 として定義されている
• 面向（側面）：「生涯学習者」を構成する3つの要素を指す。「自主的行動」、「コミュニケー
ションと交流」、「社会参画」が定義されている

C.社会参画

生涯
学習者

A-1.
心身の
健康と
自己の
向上

A-2.
論理的
思考と
問題解決A-3.

計画実行、
創造と適応

B-1.記号
の活用と
表現

B-2.
科学技術・
情報・メディア
リテラシー

B-3.芸術・
美的

リテラシー

C-1.
道徳的
実践と
市民性

C-2.
人間関係と
チームワーク C-3.多文化と

国際理解
中心的価値

核心素養

B.コミュニ
ケーション
と交流

A.
自主的
行動

中核的な概念に関連するもの

面向（側面）

• ９項目からなる「核心素養（コアコンピテンシー）」を具体化したうえで、教科ごとにかつ初等
教育、前期中等教育、後期中等教育段階ごとにその内容を示している

台湾（１/２）

教育課程の基準を通して育成を目指す資質・能力・人物像

＜方向性①②関連＞
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前頁で示した「面向」・「核心素養」と、学年段階の2軸で「核心素養」の内容を整理した表

英語における学習ポイント 英語における核心素養の内容

学習パフォーマンス 学習内容
6-Ⅱ-1：
教師の指示や学習に集中できる
6-Ⅱ-2：
授業内の様々な練習活動に参加する意欲があり、間違い
を恐れない
7-Ⅲ-2：
辞書を使って単語やフレーズを調べることができる

ー まじめさ、集中力、よい学習習慣という資質を備え、基本的
な学習戦略を用いて個人の英語能力を強化するよう努め
る

5-Ⅲ-3：
初級レベルの基本的な語彙や文系を理解し、読み取ること
ができる
7-Ⅲ-1：
新しい単語を学ぶために学習した単語を関連付ける
9-Ⅱ-1：
学習した単語を分類できる

Bコミュニケーション
B-Ⅲ-2：
初級で学習した単語やフレーズ、文系を利用した日常的な
コミュニケーション
D思考力
D-Ⅱ-1：
学習した単語の簡単な分類

簡単な英語のメ ッ セ ー ジ を理解し、学習効果を高めるため
の基本的な論理的思考ストラテジーを適用する能力を実証す
る

教科の中核的な概念等による構造化事例（５/５）
（前頁続き）
• 教科学習において獲得すべきコンピテンシー内容と、学習評価の基準を示す「学習パフォーマンス」及び「学習内容」が対応付けられ、

コンピテンシー獲得に向けて学習すべき内容が、学年ごとに段階をつけつつ一覧で確認できる点が特徴である。

「核心素養」に対応する
評価基準を学年ごとに示す

※「6-Ⅱ-1」の「Ⅱ」は学年段階
「国立小学校３～４年生」に対応
し、「Ⅲ」は「国立小学校５～６年
生」に対応

（出典）「十二年國民基本教育課程綱要國民中小學暨 普通型高級中等學校語文領域─英語文」より仮訳

「核心素養の内容」に、学習評価の基準を示す「学習パフォーマンス」、「学習内容」を対応させるたマトリクス表

「核心素養」に対応する学
習内容を学年ごとに示す

◆教科学習（英語）におけるカリキュラム内容の構造化例②

台湾（２/２）＜方向性①②関連＞
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教育課程の基準のデジタル化の事例（１/２）
• Web上でKUD*1の３つの要素、教科、学年及びキーワード検索を掛け合わせて教育課程の基準を検索できる。
• 検索結果画面では、学年や検索条件を変更できることに加え、各教科の学習におけるゴールや授業実践例等を示す画面に遷移で

き、関連する情報を体系的に確認できる。

コア・コンピテンシー
（ Core
Competencies ）
算数の学習を通して
身につけるコンピテンシー

ビッグアイデア（Big Ideas）
• 児童生徒が各学年修了までに理解すべき
重要な概念や原理

• 概念や原理の理解を促すために、指導上
の発問例等もポップアップで示される

教科別コンピテンシー（ Curricular
Competency ）
児童生徒にとって必要不可欠とされている
内容
※個別の事実や情報の暗記ではなく、概念を
深く理解し応用することが重視されている

教科内容（Contents ）
ビッグアイデアに沿って、児童
生徒が知るべき内容～

• 教育課程の基準のゴー
ルや概観、授業実践例
等を確認する画面に遷
移

• 学年や検索条件の
変更も可能

画面操作に関する内容 画面内容に関する内容凡例

マウスポイントもしくは詳細ボ
タンを押下するとポップアップ
で詳細が表示される

（出典）https://curriculum.gov.bc.ca/curriculum/search（2024年12月13日閲覧）

検索画面にて、タイプ、教科、学年の観点と
キーワードを掛け合わせてカリキュラムを検索
可能

＞

ポップアップ例

※１：KUDとは、「Know-Understand-Do」の頭文字を指す。

カナダ
（ブリティッシュコロンビア州）＜方向性③関連＞
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教育課程の基準のデジタル化の事例（２/２）
• Web上で「学習領域」、「汎用的能力」、「領域横断的優先事項」の３つのカテゴリからカリキュラムを検索・閲覧できる。
• 「学習領域」カテゴリでは、教科と学年を入力してカリキュラム内容を検索でき、検索結果画面では各教科の学習における理念、目標

等の確認や、付与されているコードを通して指導方法等を確認できる。

学習領域、汎用的能力、領域
横断的優先事項の３つの要素
別にカリキュラムを検索可能

各教科の学習に
おける理念、目標等
を確認できる画面に
遷移

カリキュラムの内容

サブストランド（sub strands）
上位のストランドに紐づく下位ストランド

ストランド（strands）
教科についての理解を深め、習得を支援
することを目的に設定される分類

検索条件を変更可能

学習領域では、教科と学年を
キーにカリキュラムを検索可能

（出典）https://v9.australiancurriculum.edu.au/f-10-curriculum/learning-areas/english/year-1?view=quick&detailed-content-descriptions=0&hide-ccp=0&hide-gc=0&side-by-
side=1&strands-start-index=0 （2024年12月13日閲覧）

オーストラリアン・
カリキュラムに関す
る動画が掲載され
たページに遷移

画面操作に関する内容 画面内容に関する内容凡例

＞

タブ
展開

※１：「オーストラリアン・カリキュラム」は、教科に該当する学習領域、7つの汎用的能力（リテラシー、
ニューメラシー、ICT等）、３つの領域横断的優先事項（アボリジナル及びトレス海峡島嶼民の歴史
と文化、アジア及びアジアととオーストラリアの関係性、サステナビリティ）の３要素で構成されており、
教員は教科の学習の中で汎用的能力や領域横断的優先事項を明示的に教え評価することが期待
されている。

• 各サブストランドに紐づく
学習目的ごとにコードが
付与されている

• コードをクリックすると学習
目的に関連する「汎用的
能力」と「領域横断的優
先事項」*1、 指導方法、
学習コンテンツが示された
ページに遷移

オーストラリア＜方向性③関連＞
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３．各教科等の目標・内容、方法、評価
（２）学習評価の現状と育成すべき資質・能力を踏まえた今後の対応
 
（現状）
 ◯資質・能力の育成につながるよう学習評価の質を高めていくことは、教師の力量形成や授業改善に直結するものであり、「指導と評
価の一体化」を一層進めることが重要。

 ◯学習評価を「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点で行うこととした現行の観点別評価は、
授業改善に重要な役割を果たすものである一方、特に「主体的に学習に取り組む態度」の観点については、「主体性」の意味が具
体的に整理されていないこともあり、依然としてノート提出の頻度などの「勤勉さ」の評価に留まっている学校もある。 

◯また、毎回の授業で３観点全てを見取らないといけないといった誤解により、評価材料を集めることのみを目的に毎時間振り返りを書
かせるなど、評価のための指導に追われるいわゆる「指導の評価化」の状況が生まれるなど、教師・子供にとって息苦しくなっている場
合もある。 

◯さらに、見取り・形成的評価・総括的評価が区別されず、学習評価の全てが総括的評価（評定の対象）として行われることにより、
評価の結果が学習の改善に結び付きにくいという課題も指摘されている。 

（今後の対応） 
◯こうした現状を踏まえた上で、教師の力量形成や授業改善に効果的で、子供の学習の改善に資するよう、学習評価の観点や頻度
の在り方、また形成的評価と総括的評価の効果的な使い分けの在り方を検討すべき。

 ◯特に「主体的に学習に取り組む態度」の観点については、資質・能力としての「学びに向かう力、人間性等」の整理の状況を踏まえつ
つ、子供がより主体性を発揮できるようにする観点から検討すべき。 

◯各教科等の目標・内容の構成の在り方自体も、学習評価の効果的な実施の在り方と適切に連携が図れるよう、一体的に検討する
ことが重要。

今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会 論点整理（抜粋）（令和６年９月18日）

＜課題③関連＞ 学習評価に関して有識者検討会で指摘された課題
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国立教育政策研究所「学習評価ハンドブック」抜粋＜課題③関連＞
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